
議員提出第１４号議案 

 

   ＪＲ不採用問題の早期解決を求める意見書 

 上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１３条第１項の規定により提

出する。 

  平成１９年１０月１９日 

         提 出 者 

足立区議会議員  長  塩  英  治 

同        あ か し  幸  子 

同        渡  辺  ひであき 

同        秋  山  ひでとし 

同        古  性  重  則 

同        藤  沼  壮  次 

同        前  野  和  男 

同        き じ ま  て る い 

同        鈴  木  けんいち 

同        う す い  浩  一 

同        馬  場  信  男 

同        新  井  英  生 

同        ぬ か が  和  子 

同        米  山  や す し 

 

足立区議会議長  加 藤 和 明  様 

 

（提案理由） 

 政府に対し、ＪＲ不採用問題の早期解決を求めるため、本案を提出す

る。 

 



 

ＪＲ不採用問題の早期解決を求める意見書 

 

 国鉄が分割民営化され、ＪＲ各社が発足してから２０年経過したが、

その過程で発生した職員の不採用問題が、未解決のまま長期化している。 

 平成１５年１２月２２日に最高裁は、仮に国鉄が採用候補者名簿の作

成で不当労働行為を行った場合には、国鉄若しくは国鉄の法的地位を引

き継いだ清算事業団の使用者責任は、免れないとの判断を下した。この

ことにより、ＩＬＯ（国際労働機関）は、平成１６年６月、日本政府に

対し、問題解決のため、政治的、人道的精神に基づき、すべての関係者

と話し合いを推進するよう求めている。 

 また、平成１７年９月には、東京地裁が、「鉄建公団訴訟」判決で、

採用に当たっての不当労働行為があったことを認めている。 

 問題発生から既に２０年が経過し、不採用のままとなっている当時の

職員も高齢化しているため、人道的見地に立って速やかに現実的な問題

解決を図ることが必要である。 

 よって、足立区議会は政府に対し、ＩＬＯ条約批准国の一員として、

ＪＲ不採用問題の早期解決に向けて努力されるよう要請するものである。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  平成  年  月  日 

                   議  長  名 

内閣総理大臣 

厚生労働大臣  あ て 

国土交通大臣 

 


